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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアゾール容器の上端に固定し中央部に貫通口を開口した外筒と、この外筒の貫通口内
に配置しステムと連通する吐出口を設けた吐出体と、この吐出体の吐出口を中央部に挿通
し、吐出体との間に介装した押圧発条により上部方向に押圧付勢され下方への押圧に伴っ
てステムを押圧し、エアゾール容器内に配置した定量噴射バルブを開弁して、この定量噴
射バルブ内のエアゾール内容物の全量噴射が可能であるとともに、吐出体及び外筒に対し
て回動可能な押圧体と、この押圧体を中央部開口に上下摺動可能に装着するとともに外筒
に下端を固定した上部筒とから成り、外筒の貫通口の外周に上端面を片流れのテーパー部
とする下方受刃を上下方向の下方挿入間隔を介して環状に複数個配置するとともに、この
配置方向の端部に下方受刃と同一高さの平坦部を形成し、下方受刃に上面から押圧して片
流れのテーパー部に従い下方挿入間隔内に位置移動して挿入させることにより、押圧体の
ステム押圧を可能とする嵌合片を押圧体の下面に突出形成し、この押圧体への押圧解除に
よる押圧体の上昇に伴い、嵌合片の上部を突き当てて押圧体を前記の位置移動方向と同一
方向に移動させる上方受刃を、下端面を片流れのテーパーとして上部筒の内面に上方挿入
間隔を介して環状に形成し、押圧体への複数回の押圧と、この押圧に伴う押圧体の位置移
動後に、嵌合片を平坦部に突き当て、下方挿入間隔への移動を不能とすることにより、エ
アゾール内容物の定量噴射を不能とすることを特徴とする、エアゾール容器用の小分定量
分配装置。
【請求項２】
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　押圧体は、使用者に押圧接触する押圧突部を上面に形成したことを特徴とする、請求項
１のエアゾール容器用の小分定量分配装置。
【請求項３】
　押圧体の押圧突部は、嵌合片と連結して形成したことを特徴とする、請求項２のエアゾ
ール容器用の小分定量分配装置。
【請求項４】
　押圧体は、押圧突部と嵌合片を別体に形成したことを特徴とする、請求項２のエアゾー
ル容器用の小分定量分配装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医薬品、頭髪用品、化粧品などの、一日、数日、一週間など、１サイクルに
おける使用量が限定されているエアゾール内容物において、定められた分量のみを使用で
きるエアゾール容器用小分分配装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
【特許文献１】特開２００１－２３２２４９号公報
【０００３】
　エアゾール容器に収納されるエアゾール内容物の中には、医薬品、頭髪用品または化粧
品のように、人体に直接使用するものが存在する。しかし、これらのエアゾール内容物を
規定の使用量を超えて使用した場合、人体に被害を及ぼす危険性があったり、無駄な使用
となる場合がある。そのため、特許文献１のごとく、一定期間内に使用可能な規定量を複
数回に分けて定量噴射することができるエアゾール容器用小分分配装置を、エアゾール容
器のステムに接続し、エアゾール容器の外部に配置したものが開発されている。
【０００４】
　このエアゾール容器用小分分配装置は、内部に定量室と定量噴射バルブをそれぞれ設け
、この定量室内に一定量のエアゾール内容物を、エアゾール容器本体から導入して収納す
る。そして、この定量室内を常にピストンによって加圧状態とするとともに、定量噴射バ
ルブにて定量室内に収納されたエアゾール内容物を複数回に分けて噴射することができる
よう構成したものである。そのため、１回分又は複数回の定量噴射によって、規定期間内
における定量噴射を可能とし、規定量以上の使用が好ましくなかったり、無駄な使用とな
る医薬品、頭髪用品、化粧品などにおいて好都合なエアゾール内容物の分配を可能とする
という利点を有している。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記の従来公知発明は、小分分配装置をエアゾール容器の外部に配置している。しかし
ながら、このようなエアゾール容器の外部に接続した小分定量分配装置においては、一日
分または一週間分などの規定量を、エアゾール内容物を加圧した状態で一定期間定量室内
に保存することになるため、場合によっては外気温の変化などによりエアゾール内容物の
体積が膨張し、エアゾール容器の外部に配置した分配装置が破損するおそれがあった。ま
た、定量室内をピストンで加圧しながら噴射を行うため、エアゾール内容物の液部分の噴
射が完了した後も、ピストンと定量室の隙間などに残留した液化ガスが気化して噴射を継
続し、気化ガスのみの噴射を行う欠点を有していた。また、分配装置内に定量室と定量噴
射バルブを両方設ける必要があったため、装置の組み立てが複雑となり、製造コストが高
くついていた。
【０００６】
　本発明は、上述のごとき課題を解決しようとするものであって、エアゾール容器本体内
に収納された一定量のエアゾール内容物を、エアゾール容器内の定量室に充填した後に噴
射するものであるから、エアゾール容器外に定量室を配置する場合のごとく、複数回の噴
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射を可能とする大型の定量室をエアゾール容器外に備える必要がないため、外気温の変化
などによる分配装置の破損を防止し、エアゾール容器の安全な使用を可能とすることによ
り、エアゾール容器を長期間安定して使用可能とするとともに、製造コストを廉価にする
ことを可能にしようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、エアゾール容器の上端に固定し中央部に貫通口を開口した外筒と、この外筒
の貫通口内に配置しステムと連通する吐出口を設けた吐出体と、この吐出体の吐出口を中
央部に挿通し、吐出体との間に介装した押圧発条により上部方向に押圧付勢され下方への
押圧に伴ってステムを押圧し、エアゾール容器内に配置した定量噴射バルブを開弁して、
この定量噴射バルブ内のエアゾール内容物の全量噴射が可能であるとともに、吐出体及び
外筒に対して回動可能な押圧体と、この押圧体を中央部開口に上下摺動可能に装着すると
ともに外筒に下端を固定した上部筒とから成り、外筒の貫通口の外周に上端面を片流れの
テーパー部とする下方受刃を上下方向の下方挿入間隔を介して環状に複数個配置するとと
もに、この配置方向の端部に下方受刃と同一高さの平坦部を形成し、下方受刃に上面から
押圧して片流れのテーパー部に従い下方挿入間隔内に位置移動して挿入させることにより
、押圧体のステム押圧を可能とする嵌合片を押圧体の下面に突出形成し、この押圧体への
押圧解除による押圧体の上昇に伴い、嵌合片の上部を突き当てて押圧体を前記の位置移動
方向と同一方向に移動させる上方受刃を、下端面を片流れのテーパーとして上部筒の内面
に上方挿入間隔を介して環状に形成し、押圧体への複数回の押圧と、この押圧に伴う押圧
体の位置移動後に、嵌合片を平坦部に突き当て、下方挿入間隔への移動を不能とすること
により、エアゾール内容物の定量噴射を不能とするものである。
【０００８】
　また、押圧体は、使用者に押圧接触する押圧突部を上面に形成したものであってもよい
。
【０００９】
　また、押圧体の押圧突部は、嵌合片と連結して形成したものであってもよい。
【００１０】
　また、押圧体は、押圧突部と嵌合片を別体に形成したものであってもよい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明は、エアゾール容器本体内に収納された定量噴射バルブにて、１回毎に全量を外
部に噴射することにより機構を簡略化するとともに、外気温の影響による分配装置の破損
を防止する。このように、簡易で安全な機構を備えながら、規定量以上の使用が好ましく
ない医薬品、頭髪用品、化粧品などをエアゾール内容物として使用した場合に、一回の使
用において連続して定量噴射することのできる回数を規制し、規定量を超えたエアゾール
内容物の使用を未然に防ぐことにより、エアゾール容器を長期間安全に使用可能するとと
もに、製造コストを廉価なものとすることを可能としたものである。
【実施例１】
【００１２】
　以下、本発明を、１サイクルの使用で複数回噴射し、かつ、この複数回の噴射の総使用
量が規定されている育毛剤をエアゾール内容物として使用した第１実施例を、図１～７に
おいて説明すれば、（１）はエアゾール容器で、図２～４に示すごとく、このエアゾール
容器（１）の内部に上端を蓋体（９）に固定した定量噴射バルブ（２）を配置している。
この定量噴射バルブ（２）内に配置したステム（７）を、蓋体（９）の内面に配置したス
テムガスケット（４３）に挿通し、非押圧状態ではオリフィス（４４）をステムガスケッ
ト（４３）の外部側に配置するとともに、押圧時にはオリフィス（４４）を定量室（５）
内に挿入配置している。
【００１３】
　また、この定量噴射バルブ（２）は、ハウジング（３）内に環状の仕切ガスケット（４
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）を介して、定量室（５）と内容物導入室（６）とを形成している。そして、倒立使用時
にステム（７）を押圧して仕切ガスケット（４）に挿通することにより、図３に示すごと
く、ステム（７）の外周に仕切ガスケット（４）が密着して定量室（５）と内容物導入室
（６）とが遮断されるとともに、ステム（７）のオリフィス（４４）が定量室（５）内に
導入されるため、定量室（５）内に収納したエアゾール内容物のみを、全量外部に噴出す
ることが可能となる。また、ステム（７）への押圧を解除することにより、図２に示すご
とく、ステム（７）は元位置に復元して仕切ガスケット（４）と分離し、定量室（５）が
内容物導入室（６）と連通するため、内容物導入室（６）内に収納されているエアゾール
内容物が定量室（５）内に導入される。
【００１４】
　また、内容物導入室（６）は、ハウジング（３）の外周とハウジング（３）の外周筒（
８）との間に設けた導入路（１０）を介してエアゾール容器（１）の内部と常時連通して
いる。なお、本実施例では上記のごとく形成された定量噴射バルブ（２）を使用している
が、他の実施例において使用する定量噴射バルブ（２）が、ステム（７）の押圧によって
規定量のエアゾール内容物を外部に噴射することができるものであれば、特にその構成は
限定されるものではない。
【００１５】
　また、上記のステム（７）の上端には、図２に示すごとく、円筒状の吐出口（１１）を
形成した吐出体（１２）を接続して設け、ステム（７）と吐出口（１１）とを連通してい
る。また、中央部に貫通口（１３）を開口した外筒（１４）を、貫通口（１３）に吐出体
（１２）及びステム（７）を貫通させてエアゾール容器（１）の上端に固定している。そ
して、この吐出体（１２）は、貫通口（１３）内で上下方向に移動可能となるよう配置さ
れている。
【００１６】
　また、押圧体（１５）の基板（２１）の中央部に設けた挿通口（１６）から吐出口（１
１）を挿通して、押圧体（１５）を外筒（１４）の貫通口（１３）に臨ませて配置すると
ともに、吐出体（１２）の肩部（１７）と、押圧体（１５）の内部に形成した係合段部（
１８）との間に押圧発条（２０）を介装することにより、押圧体（１５）を外部方向に押
圧付勢している。この押圧体（１５）は、図１に示すごとく、基板（２１）の中央に挿通
口（１６）を設け、この挿通口（１６）の外周上面に４個の押圧突部（２３）を一体に突
設するとともに、下面外周に環状壁（１９）を突出形成している。また、押圧体（１５）
の基板（２１）の下面には、嵌合片（２２）を下面軸方向に突出形成している。
【００１７】
  また、上部筒（２４）の上面に形成した中央部開口（２５）に押圧体（１５）の押圧突
部（２３）を挿通するとともに、図２に示すごとく、外筒（１４）の外側壁（２６）の内
側に設けた係合突部（２７）に上部筒（２４）の外側面下方に設けた係合受部（２８）を
係合させることにより、上部筒（２４）を外筒（１４）に固定している。また、押圧体（
１５）は、このように固定した上部筒（２４）の中央部開口（２５）内で上部筒（２４）
と独立して、押圧発条（２０）に付勢されながら、上下方向に移動可能となるよう配置さ
れている。
【００１８】
　また、図１に示すごとく、外筒（１４）の内部に設けた貫通口（１３）の外周には、上
端面（３０）を片流れのテーパー部とする下方受刃（３１）を突出形成している。この下
方受刃（３１）は、下方挿入間隔（３２）を介して環状に設けるとともに、押圧体（１５
）に突出形成した嵌合片（２２）の下端を下方挿入間隔（３２）に挿入可能に配置してい
る。また、下方受刃（３１）は、貫通口（１３）の外周を三分割し、それぞれ１０個ずつ
下方挿入間隔（３２）を介して連続して設け、下方受刃（３１）が連続して設けられてい
ない一区分の両端位置には、下方受刃（３１）と同一高さの平坦部（３３）が形成されて
いる。そして、この平坦部（３３）に連続して、垂直方向に突出形成した外筒突部（３４
）がそれぞれ設けられている。
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【００１９】
　また、上部筒（２４）の中央部開口（２５）の外周位置の下端には、図５に示すごとく
、下端面（３５）を下方受刃（３１）の片流れ方向とは逆方向の片流れのテーパー部とす
る上方受刃（３６）を、下端方向に突出形成している。この上方受刃（３６）は、押圧体
（１５）の嵌合片（２２）と嵌合可能な上方挿入間隔（３７）を介して環状に設けるとと
もに、中央部開口（２５）の外周下端に、三分割してそれぞれ１０個ずつ連続して配置し
ている。そして、上方受刃（３６）の一区分の両端には、それぞれ上方挿入間隔（３７）
の上端部と同じ高さの上方平坦部（４２）が形成されている。
【００２０】
　このような構成から成る外筒（１４）と上部筒（２４）において、図１に示すごとく、
外筒（１４）の内側壁（３８）に軸方向に凹設した係合凹溝（４０）を等間隔に３カ所形
成するとともに、上部筒（２４）の内側面軸方向に突出形成した係合凸部（４１）を、こ
の係合凹溝（４０）に対応する位置に配置している。そして、係合凹溝（４０）に係合凸
部（４１）を係合することによって、下方受刃（３１）と上方受刃（３６）の位置合わせ
を可能としている。この位置合わせは、係合凹溝（４０）に係合凸部（４１）を係合させ
て、上部筒（２４）を外筒（１４）に回動不能に接続することにより、図５～７に示すご
とく、外筒（１４）の下方受刃（３１）に対応して上部筒（２４）の上方挿入間隔（３７
）を、上方受刃（３６）に対応して外筒（１４）の下方挿入間隔（３２）をそれぞれ配置
するとともに、外筒突部（３４）に対応させた位置に上方平坦部（４２）を配置するもの
である。
【００２１】
　上記のごとく構成したものに於いて、エアゾール内容物の小分定量分配噴射を行うには
、押圧体（１５）の押圧を開始する前に、予め押圧体（１５）を回動して、この押圧体（
１５）の嵌合片（２２）を、図５に示すごとく、外筒突部（３４）に隣接する下方受刃（
３１）と上方平坦部（４２）の間に配置する。このとき、押圧体（１５）は非押圧の状態
にあるため、エアゾール容器（１）内部に配置した定量噴射バルブ（２）は定量室（５）
にエアゾール内容物を収納したままの状態となっている。
【００２２】
　そして、エアゾール容器（１）を倒立させるとともに、押圧体（１５）に設けた押圧突
部（２３）を人体の頭部等の噴射目的部（２９）に当接させながら、図３に示すごとく、
押圧体（１５）を押圧発条（２０）の付勢力に抗してエアゾール容器（１）の底部方向に
押圧する。この押圧突部（２３）の押圧は、噴射目的部（２９）にマッサージ効果を与え
ることができる。この押圧により、嵌合片（２２）は、外筒（１４）方向へ移動して下方
受刃（３１）の上端面（３０）に突き当たるとともに、この上端面（３０）に設けた片流
れのテーパー部に沿って下方挿入間隔（３２）内に滑り込み、図６に示すごとく、下方挿
入間隔（３２）と嵌合する。
【００２３】
　この押圧体（１５）の押圧により、図３に示すごとく、吐出体（１２）及びステム（７
）はエアゾール容器（１）の底部方向に移動する。この移動により、非押圧時にはステム
ガスケット（４３）の外部方向に配置していたオリフィス（４４）が定量室（５）内に配
置され、定量室（５）内のエアゾール内容物と接触する。これと同時に、ステム（７）は
仕切ガスケット（４）を貫通して内容物導入室（６）と定量室（５）との連通を遮断する
。従って、定量室（５）内に収納されたエアゾール内容物の全量が、オリフィス（４４）
及びステム（７）の導出口を介して吐出体の（１２）の吐出口（１１）から噴射される。
【００２４】
　そして、噴射が完了した時点で押圧体（１５）の押圧を解除すると、図２に示すごとく
、押圧発条（２０）の付勢力によって押圧体（１５）が上部筒（２４）方向に移動すると
ともに、エアゾール容器（１）の底部方向に移動していた吐出体（１２）及びステム（７
）が、ステム発条（４６）の付勢力によって元位置に復元する。そして、押圧時に下方受
刃（３１）との接触により下方挿入間隔（３２）に配置されていた嵌合片（２２）が上部
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筒（２４）の方向に移動し、押圧前に位置していた上方平坦部（４２）の隣に位置する上
方受刃（３６）に突き当たる。そして、この上方受刃（３６）の下端面（３５）に設けた
片流れのテーパー部に沿って、次の上方挿入間隔（３７）に滑り込み、図５の一点鎖線で
示すごとく、上方挿入間隔（３７）と嵌合する。以上より、第１回目の押圧体（１５）の
押圧、及び押圧の解除が完了する。
【００２５】
　このようにして、押圧体（１５）の押圧および押圧の解除を繰り返すことにより、嵌合
片（２２）は上方挿入間隔（３７）と下方挿入間隔（３２）を順次移動し、往復１０回の
移動を繰り返した後、更に押圧体（１５）を押圧すると、図４及び図７に示すごとく、嵌
合片（２２）が外筒（１４）に設けた平坦部（３３）に突き当たる。そのため、押圧体（
１５）は押圧発条（２０）の付勢力に抗してエアゾール容器（１）の底部方向に移動する
が、図４に示すごとく、嵌合片（２２）が平坦部（３３）上にとどまるため、吐出体（１
２）及びステム（７）をエアゾール容器（１）の底部方向に移動させることは出来ないも
のとなる。従って、嵌合片（２２）が平坦部（３３）に突き当たった状態では、定量噴射
バルブ（２）が開弁されないため、エアゾール内容物を噴射することはできない。この時
点で１サイクルのエアゾール容器（１）の使用が完了し、このような状態から引き続きエ
アゾール内容物の噴射を行うことはできないため、規定量を超えたエアゾール内容物の使
用を防ぐことが可能となる。
【００２６】
　上記のごとく１サイクルの使用が完了した状態で、引き続き次の使用を開始することは
出来ず、また、図７に示すごとく、嵌合片（２２）が平坦部（３３）上に設けた外筒突部
（３４）に突き当たるため、押圧体（１５）を更に進行方向に回動させることはできない
。従って、次の使用を開始する際には、押圧体（１５）を非押圧の状態にして、手動によ
り進行方向とは逆の方向に回動させることにより、図５に示すごとく、嵌合片（２２）を
最初に配置した外筒突部（３４）と上方平坦部（４２）との間に再び配置する。これによ
り、次のサイクルの使用を開始することが可能となる。
【００２７】
　以上より、最初に嵌合片（２２）を外筒突部（３４）に隣接した下方受刃（３１）と上
方平坦部（４２）の間に配置した後に、押圧体（１５）を連続して押圧することにより、
合計１０回のエアゾール内容物の定量噴射を行うことが可能となる。従って、一定期間内
に使用可能なエアゾール内容物の噴射量を一定量に制限することが可能となるため、１サ
イクルで使用可能な規定量を超えてエアゾール内容物を使用するという危険性を回避する
ことができる。例えば、人体の頭部を噴射目的部（２９）とした場合に、１噴射毎に噴射
位置を変えて、１０回の噴射で１サイクルの総噴射量分のエアゾール内容物を、人体の頭
部全体にまんべんなく行き渡らせるようにすることも可能である。
【００２８】
　また、次のサイクルの使用を開始するには、押圧体（１５）を前回サイクルの進行方向
とは逆方向に回動させるという特別の手続を取る必要があり、この手続によって使用者は
規定量の使用が重要であることを強制的に認識させられるため、使用量を超えた量の使用
の危険を回避することができるものとなる。
【実施例２】
【００２９】
　また、上記の第１実施例では、図１に示すごとく、押圧体（１５）に形成した基板（２
１）の上面に押圧突部（２３）を一体に固定突出することにより、押圧突部（２３）と嵌
合片（２２）を連結形成しているが、第２実施例では、図８に示すごとく、押圧突部（２
３）と嵌合片（２２）を別体に形成している。そして、この押圧突部（２３）は、基板（
２１）とは別体の円形平板（３９）の中央に中央開口（４７）を設けるとともに、上面に
６つの円筒状の突起を突出形成している。また、この押圧突部（２３）の底面には、下面
軸方向に係合片（４８）を突設するとともに、基板（２１）の中央に設けた挿通口（１６
）の周囲には、係合片（４８）を挿入する係合口（５０）を環状に３個設けている。また
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、第１実施例と同様に、基板（２１）の下面には、３個の嵌合片（２２）を等間隔に下面
軸方向に突出形成して配置している。そして、係合口（５０）に係合片（４８）を係合さ
せて、基板（２１）と押圧突部（２３）をエアゾール容器（１）に組み付けている。
【００３０】
　上記のごとく構成することにより、係合片（４８）は係合口（５０）の形成長さの範囲
内で自由に移動可能となるため、本実施例において、押圧突部（２３）は、一定範囲内で
基板（２１）と独立して回動可能となる。従って、押圧体（１５）を押圧すると、図９に
示すごとく、上方挿入間隔（３７）に位置していた嵌合片（２２）は、下方受刃（３１）
の上端面（３０）に設けたテーパー部に沿って移動し、下方挿入間隔（３２）と嵌合する
が、押圧突部（２３）は基板（２１）と独立しているため、必ずしもこの嵌合片（２２）
の移動に伴って回動しない。
【００３１】
　そのため、押圧噴射中に押圧突部（２３）で噴射目的部（２９）のマッサージを行うよ
うな場合、押圧突部（２３）が多少移動しても、係合口（５０）の形成長さの範囲内であ
れば、嵌合片（２２）が下方挿入間隔（３２）を複数移動するような事態は発生しない。
また、噴射を行わない状態で誤って押圧突部（２３）のみ係合口（５０）の形成長さの範
囲で回動させても、基板（２１）は押圧突部（２３）と別体に形成されているため、この
押圧突部（２３）の回動に伴って嵌合片（２２）が次の嵌合位置まで移動するという不都
合を防ぐことができる。従って、１サイクルの使用で定められた噴射回数は、押圧突部（
２３）が多少回動しても変化することがないため、１サイクルの使用で噴射されるエアゾ
ール内容物の総噴射量を確実に一定に保つことが可能となる。
【００３２】
　また、本実施例では第１実施例と同様に、１０回連続して押圧体（１５）の押圧及び押
圧の解除を繰り返すことより、図１０に示すごとく嵌合片（２２）が平坦部（３３）に到
達するため、押圧体（１５）の押圧が不能となる。従って、この時点で１サイクルの使用
が完了する。そして、更に次のサイクルの使用を開始する場合は、嵌合片（２２）を次の
嵌合位置に配置する必要があるため、押圧体（１５）を非押圧状態にして、手動により押
圧突部（２３）を嵌合片（２２）の進行方向と同一の方向に回動させる。
【００３３】
　すると、押圧突部（２３）に設けた係合片（４８）が基板（２１）に設けた係合口（５
０）の内周端面（５１）に突き当たるため、押圧突部（２３）の回動に伴って基板（２１
）も同一方向に回動する。この回動により、嵌合片（２２）は、外筒突部（３４）を乗り
越えるとともに、上部筒（２４）の中央部開口（２５）下端に形成したテーパー部に従っ
て傾斜突部（５２）を乗り越え、図９に示すごとく、次の嵌合位置である上方挿入間隔（
３７）と嵌合する。以上より、次のサイクルの使用を開始することが可能となる。
【００３４】
　なお、使用時に頭皮に刺激を与えるため、第１実施例では４個、第２実施例では、図１
１に示すごとく６個の突起を押圧体（１５）に設けているが、他の実施例において、押圧
突部（２３）を別の形状に形成したものであってもよく、また、突起の数も一定に制限さ
れるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の第１実施例を示す分解斜視図。
【図２】本発明の第１実施例を示す組み付け状態の断面図。
【図３】定量噴射状態を示す断面図。
【図４】１サイクルの定量噴射が完了し、嵌合片が平坦部に突き当たった状態を示す断面
図。
【図５】嵌合片が上方平坦部に配置された状態を示す展開図。
【図６】嵌合片が下方挿入間隔と嵌合した状態を示す展開図。
【図７】嵌合片が平坦部に突き当たった状態を示す展開図。
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【図８】本発明の第２実施例を示す分解斜視図。
【図９】本発明の第２実施例において、嵌合片が上方挿入間隔と嵌合した状態を示す展開
図。
【図１０】本発明の第２実施例において、嵌合片が平坦部に突き当たった状態を示す展開
図。
【図１１】第２実施例における押圧突部部分の斜視図。
【符号の説明】
【００３６】
　　１　エアゾール容器
　　２　定量噴射バルブ
　　７　ステム
　１１  吐出口
　１２  吐出体
　１３　貫通口
　１４　外筒
　１５　押圧体
　２０　押圧発条
　２２　嵌合片
　２３　押圧突部
　２４　上部筒
　２５　中央部開口
　３０　上端面
　３１　下方受刃
　３２　下方挿入間隔
　３３　平坦部
　３５　下端面
　３６　上方受刃
　３７　上方挿入間隔
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